
関東森林管理局保護林管理委員会運営要領

平成28年3月31日 27関計第151号

関東森林管理局長通知

[最終改正]平成29年7月24日

第１ 趣旨

「保護林制度の改正について」（平成27年9月28日付け27林国経第49号林野庁長官通知）

第６の１の規定に基づき、関東森林管理局保護林管理委員会（以下「管理委員会」とい

う。）を設置し、その運営に関し、必要な事項を定める。

第２ 所掌事務

管理委員会は、関東森林管理局管内の保護林及び緑の回廊の設定、変更、廃止、管理

及びモニタリング等に関する事項並びに保護林及び緑の回廊に関連する生物多様性の保

全についての検討を所掌する。

第３ 組織

１ 管理委員会の委員は、森林・林業や自然環境に関する専門家、関係地方公共団体等か

ら森林管理局長が委嘱した者で構成する。

２ 委員の任期は、委嘱した日から翌年度末までとする。ただし、委員が欠けた場合にお

ける補欠の任期は、前任者の残任期間とする。

３ 委員は、再任することができる。

４ 森林管理局長は、必要に応じ、管理委員会の下に専門的な検討を行うための部会等を

置くことができる。部会等の委員は、森林管理局長が委嘱する。

第４ 運営

１ 管理委員会の委員長は、委員の互選により選任する。

２ 委員長は、議事を運営する。

３ 委員長は、管理委員会の承諾を得て、委員の中から委員長代理を指名することができ

る。

４ 管理委員会は、議事の運営上必要があると認めたときは、委員以外の者に出席を求め

意見を聴くほか、資料の提出その他必要な協力を求めることができる。

５ 管理委員会は、必要に応じて部会等の委員の出席を求める。

６ 管理委員会は原則公開とする。ただし、委員長は、議事の内容に応じて非公開とする

ことができる。

７ 管理委員会の議事概要については、関東森林管理局のホームページを通じて公開する。

第５ 事務局

管理委員会に関する庶務は、関東森林管理局計画保全部計画課において行う。

第６ その他

この要領に定めるもののほか、管理委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が管理

委員会に諮って定める。

参考 １



任期：令和5年3月31日

（五十音順・敬称略）

遠藤　孝一
日本野鳥の会栃木　副代表
NPO法人　オオタカ保護基金　代表

佐藤　保 （国研）森林総合研究所　森林植生研究領域長

清水　善和 駒澤大学　総合教育学部　総合研究部　教授

戸田　浩人 東京農工大学　農学部　地域生態システム学科　教授

西尾　孝佳 宇都宮大学　農学部　准教授

春山　明子 （株）群馬野生動物事務所　代表取締役

藤野　珠枝 藤野アトリエ一級建築士事務所

星野　智生 さくら森林組合　監事

山田　浩雄 （国研）森林総合研究所　林木育種センター　遺伝資源部長

横山　隆一 （公財）日本自然保護協会　参与

関東森林管理局保護林管理委員会委員名簿

氏　　名 所　　　　属　　　　等



保護林モニタリング評価専門委員会運営要領

令和元年5月17日 元関計第3号

関東森林管理局長通知

第１ 趣旨

関東森林管理局保護林管理委員会運営要領（平成28年3月31日付け27関計第151号関東

森林管理局長通知）第３の４の規定に基づき、関東森林管理局保護林管理委員会（以下

「管理委員会」という。）の下に保護林モニタリング評価専門委員会（以下「モニタリ

ング専門委員会」という。）を設置し、その運営に関し、必要な事項を定める。

第２ 検討事項

モニタリング専門委員会は、管理委員会の所掌事務のうち、保護林及び緑の回廊モニ

タリング結果（小笠原諸島森林生態系保護地域に係るものを除く）の評価等に関する事

項について検討を行う。

第３ 組織

１ モニタリング専門委員会の委員は、学識経験者等から森林管理局長が委嘱した者で構

成する。

２ 委員の任期は、委嘱した日から翌年度末までとする。ただし、委員が欠けた場合にお

ける補欠の任期は、前任者の残任期間とする。

３ 委員は、再任することができる。

第４ 運営

１ モニタリング専門委員会に座長を置くものとし、委員の互選により選任する。

２ 座長は、議事を運営する。

３ モニタリング専門委員会は、議事の運営上必要があると認めたときは、委員以外の者

に出席を求め意見を聴くほか、資料の提出、科学的知見に基づく助言等必要な協力を求

めることができる。

４ 座長は、モニタリング専門委員会の審議結果等について管理委員会に報告する。

５ モニタリング専門委員会は原則公開とする。ただし、座長は、議事の内容に応じて非

公開とすることができる。

６ モニタリング専門委員会の議事概要については、関東森林管理局のホームページを通

じて公開する。

第５ 事務局

モニタリング専門委員会に関する庶務は、関東森林管理局計画保全部計画課において

行うものとする。

第６ その他

この要領に定めるもののほか、モニタリング専門委員会の運営に関し必要な事項は、

座長がモニタリング専門委員会に諮って定める。



任期：令和5年3月31日まで

（五十音順、敬称略）

大場　孝裕 静岡県　森林林業研究センター　上席研究員

佐藤　保 （国研）森林総合研究所　森林植生研究領域長

上村　真由子 日本大学　生物資源科学部　准教授

則定　真利子 東京大学　アジア生物資源環境研究センター　准教授

山田　浩雄 （国研）森林総合研究所　林木育種センター　遺伝資源部長

横山　隆一 （公財）日本自然保護協会　参与

保護林モニタリング評価専門委員会委員名簿

氏　　名 所　　　　属　　　　等



小笠原諸島森林生態系保護地域部会運営要領

平成29年7月24日 29関計第189号

関東森林管理局長通知

[最終改正]令和元年５月１７日

第１ 趣旨

関東森林管理局保護林管理委員会運営要領（平成28年3月31日付け27関計第151号関東

森林管理局長通知）第３の４の規定に基づき、関東森林管理局保護林管理委員会（以下

「管理委員会」という ）の下に小笠原諸島森林生態系保護地域部会（以下「小笠原部。

会」という ）を設置し、その運営に関し、必要な事項を定める。。

第２ 検討事項

小笠原部会は、管理委員会の所掌事務のうち、小笠原諸島森林生態系保護地域に関す

る事項について検討を行う。

第３ 組織

１ 小笠原部会の委員は、学識経験者、研究者及び地元関係者等から森林管理局長が委嘱

した者で構成する。

２ 委員の任期は、委嘱した日から翌年度末までとする。ただし、委員が欠けた場合にお

ける補欠の任期は、前任者の残任期間とする。

３ 委員は、再任することができる。

第４ 運営

１ 小笠原部会に座長を置くものとし、委員の互選により選任する。

２ 座長は、議事を運営する。

３ 小笠原部会は、議事の運営上必要があると認めたときは、委員以外の者に出席を求め

意見を聴くほか、資料の提出、科学的知見に基づく助言等必要な協力を求めることがで

きる。

４ 座長は、小笠原部会の審議結果等について管理委員会に報告する。

５ 小笠原部会は原則公開とする。ただし、座長は、議事の内容に応じて非公開とするこ

とができる。

、 。６ 小笠原部会の議事概要については 関東森林管理局のホームページを通じて公開する

第５ 事務局

小笠原部会に関する庶務は、関東森林管理局計画保全部計画課及び小笠原諸島森林生

態系保全センターにおいて行うものとし、自然遺産保全調整官が事務を統括する。

第６ その他

この要領に定めるもののほか、小笠原部会の運営に関し必要な事項は、座長が小笠原

部会に諮って定める。



（五十音順、敬称略）
氏　　　名 所　　属　　等

安　部　哲　人
国立研究開発研究法人　森林研究・整備機構
森林総合研究所　九州支所　森林生態系研究グループ長

上　條　隆　志 国立大学法人　筑波大学　生命環境系　教授

清　水　善　和 学校法人　駒澤大学　総合教育研究部　教授

葉　山　佳　代 一般社団法人　小笠原環境計画研究所　代表理事

深　澤　丞 小笠原自然観察指導員連絡会　会長

堀　越　和　夫 NPO法人　小笠原自然文化研究所　理事長

茂　木　雄　二 一般社団法人　小笠原母島観光協会　理事

金　子　隆 小笠原村　副村長

安　井　隆　弥 NPO法人　小笠原野生生物研究会　名誉顧問

関東森林管理局保護林管理委員会小笠原諸島森林生態系保護地域部会委員



関東森林管理局保護林管理委員会の体系図

小笠原森林生態系保護地域部会
（H29.7.24運営要領制定）

管理委員会の所掌事務のうち、小笠原諸島森林生
態系保護地域に関する事項について検討（モニタリ
ング調査を含む）を行う。

保護林モニタリング評価専門委員会
（R１.5.17運営要領制定）

保護林モニタリング調査の結果（小笠原部会分を除
く）に対する評価や提言を行い、本委員会に報告する。

関東森林管理局保護林管理委員会
（H28.3.31運営要領制定）

関東森林管理局管内の保護林及び緑の回廊の設定、変更、廃止、管理
及びモニタリング等に関する事項並びに保護林及び緑の回廊に関連す
る生物多様性の保全についての検討（部会報告事項の総括を含む）を行
う。
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